2023年5月9日
スカウト進歩委員会
調査部会

調査所見


2023年3月末時点の進歩状況調査について、所見を下記にまとめた。
　一部未提出の団があり、各データには不確定な部分があることをご承知おきください。

＜ＢＶＳ部門＞
　小枝章取得数は、小１ビーバー3.7個（昨年2.6個、一昨年2.6個）、小２ビーバー4.8個（昨年3.4個、一昨年3.2個）であり、コロナ以前のレベルにV字回復してきている。（コロナ以前は、小1は3.7、小2は3.9個）

＜ＣＳ部門＞
　チャレンジ章取得は、うさぎ3.4個（昨年2.6個、一昨年2.9個）、しか4.3個（昨年3.9個、一昨年4.0個）、くま5.6個（昨年5.6個、一昨年5.9個）であった。うさぎはV字回復、しかはV字回復傾向、くま昨年一昨年レベルの横ばい状況である。（コロナ以前の一昨年は、うさぎ3.6、しか5.4、くま7.9個）

＜ＢＳ部門＞
　中学２年で２級以下である割合が55％（昨年71％、一昨年71％）、中学３年で２級以下である割合が37％（昨年43％、一昨年35％）であり、コロナ以前までは完全に回復していないもののV字回復傾向にある。（コロナ以前は、中２は48％、中３は23％）

＜ＶＳ部門＞
　高校１年で１級以下の割合が43％（昨年44％、一昨年42％）、高校２年で1級以下の割合が35％（昨年36％、一昨年39％）であり、コロナの影響が出ていると考える。（コロナ以前の一昨年は、高校１は33％、高校２は22％）

＜技能章修得数＞
　技能章修得は、1,454個（昨年1,118個、一昨年1,357個）とV字回復してきている。

＜総括＞
　一昨年、昨年の調査では、新型コロナの影響による活動の自粛により、進歩状況に著しく悪い影響が出ていた。2022年度の調査においては、ＢＶＳ部門ではコロナ以前のレベルに回復した。これはコロナ禍における活動の隊長の努力がうかがえる。
CS部門では、うさぎは回復、しかは回復傾向、くまは昨年とほぼ横ばいであり、全体としては、コロナ禍においても隊長の努力により進歩が回復してきている。
BS部門では全体として、V字回復傾向がうかがえる。コロナ禍前までのレベルまでの回復が望まれる。
VS部門においては、コロナ禍の影響が未だにありV字回復傾向が出てきていない。これは、昨年の考察で述べた昨年の調査状況で中３で２級以下の割合が43％とほぼ半数であったことが、本年度調査のVS部門の高校１年の数値の低さに現れてきている。VSは、個人もしくは小人数による活動が主体であることから、スカウト本人の意識づけが重要であると考える。
また、進級率アップの大きな理由に、18NSJ.25WSJ効果があったことも考えられる。参加条件が、18NSJ は2級以上、25WSJは1級以上であること、ジャンボリーの楽しさが、スカウトや指導者のモチベーションをアップにつながっていたと考える。
最後に技能章の修得状況は、V字回復してきている。前述のVS高校1年の進級が芳しくないことから2023年度いかに進級させ、富士、隼の取得を促していくかを考えなければならない。
総括として、BVS、CS、BS部門においては、明らかな進歩のV字回復傾向が確認され、コロナ禍においても各団の隊長の知恵と工夫で活動し、努力されていることが数字から読み取れた。VS部門においては、昨年までの進歩の停滞の影響が尾を引いているため、その影響を完全回復できるのは１年では難しいかと思うがV字回復傾向に持っていきたい。
以　上
